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人口　62,216人（＋ 58）
男　　31,161人（＋ 38）
女　　31,055人（＋ 20）
世帯　23,529戸（＋ 22）
※10月末日現在。
（　）内は前月比。
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平成 24年
（2012 年）

市
営
駅
前
駐
輪
場
定
期
利
用
申
請

受
け
付
け
開
始

定
期
利
用
の
申
請

　
市
営
駅
前
駐
輪
場
を
利
用
で
き
る

の
は
1
人
に
付
き
1
台
で
、
自
転
車

と
排
気
量
50
㏄
以
下
の
原
動
機
付
自

転
車
が
利
用
で
き
ま
す
（
原
動
機
付

自
転
車
が
利
用
で
き
る
の
は
、
白
井

駅
前
第
3
駐
輪
場
、
西
白
井
駅
前
第

1
・
2
駐
輪
場
の
み
で
す
）。

利
用
期
間

　
　

平
成
25
年
4
月
1
日

㈪
〜
平
成
26
年
3
月
31
日
㈪

場
所

　
左
上
図
の
と
お
り

西白井駅前駐輪場 市
営
駅
前
駐
輪
場
定
期
利
用
申
請

受
け
付
け
開
始

使
用
料
金
・
駐
輪
場
別
駐
輪
可
能
台

数
　

左
表
の
と
お
り

　
利
用
を
希
望
す
る
人
は
、
所
定
の

申
請
書
（
市
民
安
全
課
、
白
井
駅
前

セ
ン
タ
ー
、
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
、

白
井
駅
、
西
白
井
駅
お
よ
び
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
で
郵
送
す
る
か
直
接

市
民
安
全
課
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
郵
送
や
直
接
持
参
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
人
は
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
、

西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
、
白
井
駅
、

使用料金

使用区分
市内在住者 市外在住者

自転車
原動機付
自転車

自転車
原動機付
自転車

定期利用
（年額）

一　般 2,400円 3,600円 4,800円 7,200円

高校生以下 1,200円 1,800円 2,400円 3,600円

一時利用（24時間まで） 100円 200円 100円 200円

駐輪場別駐輪可能台数

駅 駐輪場名
自転車 原動機付自転車

（50㏄以下）定期利用 一時利用

白井駅

①白井駅前第1駐輪場 533台 16台 －　

②白井駅前第2駐輪場 184台 －　 －　

③白井駅前第3駐輪場 354台 24台 40台

④白井駅前第4駐輪場 415台 －　 －　

西白井駅

①西白井駅前第1駐輪場 683台 19台 23台

②西白井駅前第2駐輪場 1,463台 68台 100台

③西白井駅前第3駐輪場 580台 －　 －　

放置自転車禁止区域

　
市
で
は
、
4
日
㈫
か
ら
平
成
25
年
4
月
か
ら
の
白
井
・
西
白
井
駅
前
駐
輪
場
定
期
利
用
申
請
の
受
け
付
け
を
開
始
す
る
の
で
、
利

用
を
希
望
す
る
人
は
必
ず
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
現
在
利
用
し
て
い
る
人
も
新
た
に
申
請
が
必
要
で
す
。

西
白
井
駅
に
設
置
す
る
「
あ
ず
か
り

箱
」
へ
投
か
ん
す
る
か
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
の
電
子
申
請
も
で
き
ま

す
（
E
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ク
ス
で
の
申

請
は
で
き
ま
せ
ん
）。

受
付
期
間

　
4
日
㈫
〜
25
日
㈫
（
郵

送
の
場
合
は
当
日
の
消
印
有
効
、
応

募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

※
申
し
込
み
の
利
用
決
定
や
追
加
申

請
に
つ
い
て
は
、
申
込
書
に
添
付
の

要
領
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

定
期
使
用
料
の
免
除

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
は

使
用
料
の
免
除
を
受
け
ら
れ
る
場
合

が
あ
る
の
で
、
使
用
料
減
免
申
請
書

と
身
体
障
害
者
手
帳
の
写
し
な
ど
を

添
付
し
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
生
活
保
護
法
に
基
づ
き
、
保
護
を

受
け
て
い
る
世
帯
に
属
す
る
人

●
身
体
障
害
者
福
祉
法
に
基
づ
き
、

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

い
る
人

●
児
童
扶
養
手
当
法
に
基
づ
き
、
児

童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
る

人
と
そ
の
児
童

※
特
別
児
童
扶
養
手
当
お
よ
び
児
童

手
当
と
は
異
な
り
ま
す
の
で
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

●
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
交
付
さ
れ
た
療
育
手
帳
を
所

持
し
て
い
る
人

駐
輪
場
利
用
ル
ー
ル
・

注
意
事
項

○
盗
難
防
止
の
た
め
、
利
用
者
は
自

転
車
へ
二
重
ロ
ッ
ク
な
ど
で
確
実
に

施
錠
を
し
て
く
だ
さ
い

○
駐
輪
場
内
で
の
自
転
車
な
ど
の
盗

難
・
損
傷
な
ど
の
損
害
に
つ
い
て
、

市
は
一
切
の
責
任
を
負
い
ま
せ
ん

○
危
険
防
止
の
た
め
、
駐
輪
場
内
は

自
転
車
・
原
動
機
付
自
転
車
か
ら
降

車
し
て
通
行
し
、
ラ
ッ
ク
・
区
画
線

に
き
ち
ん
と
停
め
て
く
だ
さ
い

○
ル
ー
ル
違
反
（
指
定
駐
輪
場
以
外

白井駅前駐輪場

へ
の
駐
輪
、
無
許
可
駐
輪
な
ど
）
の

自
転
車
な
ど
は
撤
去
し
ま
す

○
一
時
利
用
で
利
用
券
発
行
か
ら
24

時
間
を
超
え
た
場
合
は
、
改
め
て
利

用
券
を
購
入
し
て
く
だ
さ
い

○
発
火
性
・
引
火
性
な
ど
の
危
険
物

の
駐
輪
場
内
へ
の
持
ち
込
み
や
、
ご

み
な
ど
の
放
置
・
散
乱
を
し
な
い
で

く
だ
さ
い

○
駅
側
か
ら
間
を
空
け
ず
に
順
次
駐

輪
し
、
係
員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ

さ
い自

転
車
の
放
置
は
や
め

ま
し
ょ
う

　
　
　

　
放
置
自
転
車
は
駅
前
広
場
や
歩
道

を
ふ
さ
ぎ
、
歩
行
者
や
身
体
に
障
害

が
あ
る
人
の
通
行
や
救
急
車
・
消
防

車
な
ど
に
よ
る
緊
急
活
動
の
妨
げ
と

な
り
ま
す
。

　
市
で
は
「
白
井
市
自
転
車
等
の
放

置
防
止
に
関
す
る
条
例
」
に
よ
り
白

井
駅
、
西
白
井
駅
前
周
辺
を
自
転
車

等
放
置
禁
止
区
域
に
定
め
て
お
り
、

放
置
禁
止
区
域
（
上
図
参
照
）
に
放

置
さ
れ
て
い
る
自
転
車
、
原
動
機
付

自
転
車
は
同
条
例
に
基
づ
き
市
で
撤

去
、
移
送
し
ま
す
。

　
撤
去
し
た
自
転
車
な
ど
の
撤
去
費

用
は
所
有
者
な
ど
が
負
担
す
る
こ
と

に
な
る
の
で
、
必
ず
所
定
の
駐
輪
場

に
止
め
て
く
だ
さ
い
（
無
許
可
駐
輪

も
撤
去
の
対
象
と
な
り
ま
す
）。

〜
平
成
25
年
4
月
か
ら
の
利
用
分
〜

　
市
営
駐
輪
場
を
使
用
す
る
場
合
は

必
ず
定
期
利
用
の
申
請
ま
た
は
一
時

利
用
券
を
購
入
し
、
自
転
車
な
ど
に

貼
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
自
転
車
な
ど
を
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
な

ど
に
チ
ェ
ー
ン
で
つ
な
い
で
い
る
場

合
に
は
、
切
断
し
撤
去
し
ま
す
。

撤
去
さ
れ
た
自
転
車
な

ど
の
返
還

【
返
還
申
請
】

日
時

　
平
日

　
午
前
8
時
30
分
〜

午
後
5
時
15
分
（
祝
日
を
除
く
）

場
所

　
市
民
安
全
課

必
要
な
も
の

　
身
分
証
明
書
（
運
転

免
許
証
な
ど
返
還
を
受
け
る
人
の

住
所
・
氏
名
を
確
認
で
き
る
も
の
）、

印
鑑
、
移
送
保
管
手
数
料
（
自
転
車

2
、
0
0
0
円
、
原
動
機
付
自
転
車

3
、
0
0
0
円
）、
保
管
自
転
車
等

返
還
通
知
（
は
が
き
で
通
知
を
受
け

た
場
合
）

【
自
転
車
な
ど
の
返
還
】

日
時

　
金
・
日
曜
日

　
午
後
1
時
〜

午
後
4
時（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

場
所

　
放
置
自
転
車
保
管
場
所
（
白

井
市
白
井
3
7
7

－

6
　

左
図
の

と
お
り
）

必
要
な
も
の

　
返
還
許
可
証
（
返
還

申
請
時
に
発
行
）、
自
転
車
な
ど
の

鍵
、
印
鑑

問
　

市
民
安
全
課
交
通
防
犯
班

　
内

線
3
3
2
1
〜
2

白井駅前駐輪場

保管場所●

●
●

商工会

白井コミュニティ
　　　　センター

●
白井中学校

●
白井第一小学校

●
● 白井消防署

↓

千葉

↓

柏

放置自転車保管場所

白井市役所

木下街道
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平
成
23
年
度
決
算

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

特別会計
会計名 歳入 歳出 差引

国民健康保険事業勘定 58億7,783万3千円 55億5,534万9千円 3億2,248万4千円
介護保険事業勘定 21億6,467万5千円 20億6,942万7千円 9,524万8千円
後期高齢者医療 3億5,245万4千円 3億4,955万6千円 289万8千円
下水道事業 9億5,801万8千円 8億8,941万7千円 6,860万1千円

学校給食共同調理場事業 5億43万1千円 4億9,317万円 726万1千円

企業会計
事業名 歳入 歳出 差引

水道事業
収益的収支 4億139万7千円 4億413万5千円 △273万8千円
資本的収支 8,165万4千円 1億1,689万6千円 △3,524万2千円

※表中の「△」はマイナスを表します。
　資本的収支の不足額は留保資金などから補てんしました。

一般会計以外の決算について
　平成23年度の特別会計および企業会計の決算は、下表のとおり5つの特別会計が
黒字になりました。
※各表中の数値は千円未満単位を四捨五入しているため、合計と内訳が一致しな
いところがあります。

平
成
23
年
度
決
算

　
市
は
皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
を
は
じ
め
、
国
・
県
の
補
助
金
や
借
入
金
な
ど
を
基
に
行
政
運
営

を
行
っ
て
い
ま
す
。
市
が
平
成
23
年
度
に
ど
れ
だ
け
の
費
用
を
ど
の
よ
う
に
使
っ
た
か
を
、
市
の

決
算
と
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
一
般
会
計
決
算

　
平
成
23
年
度
の
一
般
会
計
決
算
は

歳
入
（
収
入
）
が
1
7
6
億
8
、
1

0
9
万
5
千
円
（
市
の
貯
金
で
あ
る

財
政
調
整
基
金
の
取
り
崩
し
2
億
1
、

5
4
1
万
2
千
円
を
含
む
）  

、
歳
出

（
支
出
）
が
1
6
6
億
6
5
万
7
千

円
で
し
た
。

　
差
し
引
き
は
10
億
8
、
0
4
3
万

8
千
円
の
黒
字
で
し
た
が
、
こ
の
中

に
は
平
成
23
年
度
で
完
了
し
な
か
っ

た
た
め
に
、
平
成
24
年
度
で
引
き
続

き
実
施
す
る
事
業
な
ど
に
使
う
財
源

が
1
億
8
、
8
1
3
万
9
千
円
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
差
し
引
い
た
実
質
的
な
平

成
23
年
度
の
収
支
は
8
億
9
、  

2
2

9
万
9
千
円
の
黒
字
と
な
り
ま
す
。

　
一
般
会
計
の
決
算
歳
入
お
よ
び
歳

出
の
内
訳
は
、
左
図
の
と
お
り
で
す
。

※
図
中
の
数
値
は
千
円
未
満
単
位
を

四
捨
五
入
し
て
い
る
た
め
、
合
計
と

内
訳
が
一
致
し
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り

ま
す
。

◆
歳
入
〔
地
方
交
付
税
が
増
加
〕

　
歳
入
全
体
で
は
、
平
成
22
年
度
と

比
較
し
て
1
、  

3
7
9
万
5
千
円

（
0  

・
1
㌫
）
増
加
し
ま
し
た
。

　
歳
入
の
約
5
割
を
占
め
る
市
税
は
、

企
業
業
績
の
回
復
や
税
制
改
正
の
影

響
な
ど
に
よ
り
、
平
成
22
年
度
に
比

べ
て
2
億
1
、    

3
8
1
万
9
千
円

（
2  

・
5
㌫
）
増
加
し
ま
し
た
。

　
税
収
の
少
な
い
自
治
体
に
対
し
て

国
か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方
交
付
税
は
、

平
成
22
年
度
の
国
勢
調
査
の
結
果
で

人
口
が
増
加
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

平
成
22
年
度
に
比
べ
て
1
億
8
、
0

1
0
万
3
千
円
（
17
・
7
㌫
）
増
加

し
ま
し
た
。

◆
歳
出
〔
公
債
費
が
減
少
〕

　
歳
出
全
体
で
は
、
平
成
22
年
度
と

比
較
し
て
1
億
2
、  

0
8
9
万
円

（
0  
・
7
㌫
）
減
少
し
ま
し
た
。

　
民
生
費
で
は
子
ど
も
手
当
に
掛
か

る
支
出
増
な
ど
に
よ
り
、
平
成
22
年

度
に
比
べ
て
2
億
7
、
8
3
7
万
9

千
円
（
5
・
9
㌫
）
増
加
し
ま
し
た
。

　
市
の
借
金
返
済
の
た
め
の
費
用
で

あ
る
公
債
費
は
、
償
還
が
終
了
し
た

事
業
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
1
億
3
、

6
9
0
万
6
千
円
（
8
・
9
㌫
）
減

少
し
ま
し
た
。

　
国
の
補
正
予
算
に
よ
る
事
業
採
択

や
天
候
不
順
な
ど
の
理
由
で
平
成
23

年
度
に
完
了
し
な
か
っ
た
、
大
山
口

中
学
校
校
舎
の
耐
震
改
修
工
事
な
ど

の
事
業
に
掛
か
る
11
億
6
、
8
3
0

万
9
千
円
は
、
平
成
24
年
度
に
繰
り

越
し
て
実
施
し
ま
す
。

〈
東
日
本
大
震
災
の
復
旧
な
ど
に
要

し
た
費
用
〉

　
東
日
本
大
震
災
の
復
旧
な
ど
に
要

し
た
費
用
に
つ
い
て
は
、
民
生
費
や

衛
生
費
な
ど
複
数
の
項
目
に
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
復
旧
に
要
し
た
経
費
は
、

小
・
中
学
校
や
文
化
会
館
の
復
旧
改

修
工
事
な
ど
に
よ
る
も
の
で
1
億
22

万
7
千
円
、
放
射
能
対
策
に
要
し
た

経
費
は
放
射
線
量
測
定
や
除
染
用
資

機
材
の
購
入
な
ど
で
3
、
8
6
7
万

8
千
円
で
し
た
。

◆
平
成
23
年
度
に
実
施
し
た
主
な
事
業

【
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
ま
ち
を

築
く
】

○
学
童
保
育
所
事
業

　
4
、
2
3
9

万
9
千
円

　
入
所
を
希
望
す
る
児
童
の
増
加
に

対
応
す
る
た
め
、
白
井
第
三
第
2
学

童
保
育
所
の
増
設
工
事
を
行
い
ま
し

た
。

○
中
学
校
施
設
改
修
事
業

　
1
億
2
、

3
8
4
万
3
千
円

　
災
害
時
の
避
難
場
所
に
指
定
し
て

い
る
白
井
中
学
校
体
育
館
の
耐
震
補

強
工
事
に
併
せ
て
、
ト
イ
レ
改
修
や

バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
策
、
設
備
改
修
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。

【
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
築
く
】

○
障
害
者
雇
用
・
就
労
支
援
事
業

　

1
5
3
万
円

　
障
害
者
の
自
立
を
促
す
た
め
、
職

業
体
験
の
機
会
の
提
供
や
就
労
支
援

員
の
配
置
な
ど
、
一
般
就
労
に
向
け

た
支
援
体
制
を
整
備
し
ま
し
た
。

○
地
域
防
災
計
画
推
進
事
業

　
1
1

4
万
9
千
円

地方債の残高（一般会計）
区分 平成23年度末 平成22年度末 差引
総務債 83億7,411万8千円 77億7,656万5千円 5億9,755万3千円
民生債 6億9,497万4千円 77億6,469万4千円 △6,972万円
衛生債 4億454万7千円 4億905万5千円 △450万8千円
土木債 2億704万円 2億1,745万5千円 △1,041万5千円
消防債 2,632万円 3,779万2千円 △1,147万2千円
教育債 34億8,475万9千円 39億7,976万3千円 △4億9,500万4千円
合計 131億9,175万8千円 131億8,532万4千円 643万4千円

※表中の「△」はマイナスを表します。

　
災
害
に
よ
る
被
害
予
測
を
把
握
す

る
た
め
、
防
災
ア
セ
ス
メ
ン
ト
調
査

に
着
手
し
ま
し
た
。

【
健
康
で
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
築
く
】

○
感
染
症
予
防
事
業

　
7
、
7
7
1

万
4
千
円

　
こ
れ
ま
で
の
予
防
接
種
事
業
に
加

え
て
H
i
b
（
ヒ
ブ
）
ワ
ク
チ
ン
や

小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
、
H
P

V
（
子
宮
頸け

い

が
ん
）
予
防
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
費
用
を
助
成
し
ま
し
た
。

【
元
気
に
活
躍
で
き
る
ま
ち
を
築
く
】

○
農
産
物
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
事
業

　

1
4
2
万
1
千
円

　
農
産
物
の
付
加
価
値
を
高
め
な
が

ら
ブ
ラ
ン
ド
の
強
化
を
図
る
た
め
、

生
産
者
な
ど
に
よ
る
国
内
外
で
の
販

路
拡
大
や
販
売
促
進
活
動
に
対
し
て

支
援
し
ま
し
た
。

○
中
小
企
業
活
性
化
支
援
事
業

　
2

3
0
万
円

　 

（
仮
称
）
白
井
市
産
業
振
興
条
例

を
策
定
す
る
た
め
、
条
例
策
定
検
討

委
員
会
の
設
置
や
市
内
産
業
の
振
興

地方債の残高
　地方債は、将来にわたって市民が利用する道路や公共施設の建設
などの費用を、現在の市民だけでなく将来の市民にも負担してもら
うことが公平である場合に、地方債の借り入れについて県の同意が
得られた後に国などから借り入れる市の借金のことです。
　一般会計の平成23年度末地方債残高は下表のとおりです。

に
関
す
る
市
民
意
識
調
査
を
実
施
し

ま
し
た
。

【
み
ど
り
豊
か
で
快
適
な
ま
ち
を
築
く
】

○
環
境
基
本
計
画
推
進
事
業

　
30
万

7
千
円

　
健
全
で
良
好
な
環
境
を
保
全
・
維

持
す
る
た
め
、
平
成
24
年
度
を
初
年

度
と
す
る
第
2
次
環
境
基
本
計
画
の

策
定
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

○
市
道
維
持
修
繕
事
業

　
1
億
4
、

4
0
9
万
7
千
円

　
損
傷
の
著
し
い
舗
装
や
排
水
設
備

な
ど
の
補
修
を
行
い
ま
し
た
。

【
そ
の
ほ
か
の
事
業
】

○
事
業
仕
分
け
事
業

　
1
0
3
万
5

千
円

　
市
が
行
っ
て
い
る
事
業
の
必
要
性

や
実
施
方
法
な
ど
に
つ
い
て
公
開
形

式
で
議
論
し
な
が
ら
さ
ら
な
る
行
政

改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
、
ま
た
市

民
に
対
す
る
説
明
責
任
を
果
た
し
な

が
ら
職
員
の
意
識
改
革
な
ど
を
図
る

た
め
、
9
事
業
の
事
業
仕
分
け
を
行

い
ま
し
た
。

市の財産（平成23年度末）

土地 960,429平方㍍

建物 148,035平方㍍

有価証券 3億7,226万円

出資による権利 3億9,967万3千円

自動車 65台

基金
土地 42,912平方㍍

現金 42億3,379万8千円

市の財産
　平成23年度末で市が保有する土
地や建物などの財産は、下表のと
おりです（一般会計以外の財産を
含みます）。

○
社
会
体
育
施
設
管
理
運
営
事
業

1
、
1
5
1
万
9
千
円

　
冨
士
ひ
ろ
ば
の
閉
鎖
に
伴
い
、
冨

士
中
予
定
地
を
開
放
す
る
た
め
の
施

設
整
備
や
中
木
戸
グ
ラ
ウ
ン
ド
照
明

灯
の
改
修
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

○
東
日
本
大
震
災
対
策
事
業

　
3
、

8
6
7
万
8
千
円

　
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故

に
対
応
す
る
た
め
の
放
射
線
量
測
定

や
除
染
用
資
機
材
の
購
入
、
農
産
物

の
検
査
や
小
・
中
学
校
、
市
民
プ
ー

ル
の
水
質
検
査
な
ど
を
実
施
し
ま
し

た
。

問
　

財
政
課
財
政
班

　
内
線
3
3
3

1
・
2



2012.12.13

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

4
日
㈫
か
ら
10
日
㈪
ま

で
は
人
権
週
間
で
す

み
ん
な
で
築
こ
う
　
人
権
の
世
紀
　

〜
考
え
よ
う
　
相
手
の
気
持
ち

　
　
育
て
よ
う
　
思
い
や
り
の
心
〜

　
法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
で
は
、
基
本
的
人
権
が
尊
重
さ

れ
る
平
和
な
世
界
を
つ
く
る
た
め
に

昭
和
23
年
12
月
10
日
に
国
際
連
合
総

会
で
世
界
人
権
宣
言
が
採
択
さ
れ
た

翌
年
か
ら
、
毎
年
12
月
4
日
か
ら
10

日
ま
で
を
人
権
週
間
と
定
め
ま
し
た
。

　
市
で
は
皆
さ
ん
の
人
権
問
題
に
つ

い
て
の
関
心
を
高
め
、
人
権
尊
重
の

理
念
に
つ
い
て
正
し
い
理
解
を
深
め

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
ス

ロ
ー
ガ
ン
入
り
ボ
ー
ル
ペ
ン
な
ど
を

配
布
す
る
啓
発
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

日
時

　
4
日
㈫

　
午
前
7
時
15
分
〜

秋 の 叙 勲

　11月3日に政府から「平成24年秋の叙
勲」の受章者が発表され、市内では次の
皆さんが受章しました。

瑞宝小綬章
  玉井秀幸さん（南山在住）
　＜元海上自衛隊下総教育航空群司令＞

瑞宝単光章
  宮﨑照子さん（清水口在住）
　＜調停委員＞

冬の全国交通安全運動
10日㈪～ 31日㈪

～醒
さ

めたはず その思い込みに 魔が潜む～

　年末は交通量が増加し、それに伴う事故が多発する
ことが懸念されます。
　この季節は忘年会などで飲酒の機会が増えるので、
酒を飲むことが予測される会合などに車で出掛けるの
はやめましょう。また会合などで同席する人にも、飲
酒運転を絶対にさせないようにしましょう。
　高齢者が車を運転するときは高齢者運転標識（高齢
者マーク）を表示し、ゆとりある運転を心がけましょう。
　自転車による事故は被害者になる場合だけでなく、
加害者になる場合もあります。自転車を所有する人は
運転するときに交通ルールを順守するとともに、保険
（TSマークなど）の加入にも努めましょう。
【重点目標】
●飲酒運転の根絶
●子どもと高齢者の交通事故防止
●夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗車中の交通事故
防止
●全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正
しい着用の徹底
■問　市民安全課交通防犯班　内線3321 ～ 3

※
啓
発
物
資
が
な
く
な
り
次
第
、
終

了
し
ま
す
。

場
所

　
北
総
鉄
道
白
井
駅
改
札
口
前

自
由
通
路

問
　

企
画
政
策
課
男
女
共
同
参
画
室

内
線
3
3
5
5

男
女
共
同
参
画
セ
ミ

ナ
ー
「
さ
よ
な
ら
孤
育
て

（
こ
そ
だ
て
）
〜
地
域
で

子
育
て
〝
見
守
り
隊
〞」

　
兼
業
主
夫
で
子
育
て
中
の
パ
パ
の

支
援
活
動
を
し
て
い
る
男
性
講
師
に

よ
る
講
演
と
、
地
域
と
つ
な
が
っ
た

子
育
て
・
孫
育
て
を
実
践
し
て
い
る

人
た
ち
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

日
時

　
15
日
㈯

　
午
前
10
時
〜
正
午

（
受
け
付
け

　
午
前
9
時
30
分
〜
）

場
所

　
印
西
市
立
中
央
駅
前
地
域
交

流
館

対
象

　
一
般

　
80
人
（
申
し
込
み
順
）

講
師

　
N
P
O
法
人
フ
ァ
ザ
ー
リ
ン

グ
・
ジ
ャ
パ
ン

　
村
上
誠
理
事

申
・
問

　
フ
ァ
ク
ス
か
E
メ
ー
ル
に

氏
名
、
性
別
、
住
所
、
電
話
番
号
を

記
入
・
入
力
の
上
、
千
葉
県
男
女
共

同
参
画
セ
ン
タ
ー
☎
0
4
3
（
2
5

2
）
8
0
3
6
・

0
4
3
（
2
5

2
）
8
0
3
7
・

 k
en

k
y
ou

se

@
m
z.pref.ch

iba.lg
.jp

 

ま
た

は
市
企
画
政
策
課
男
女
共
同
参
画
室

内
線
3
3
5
5
へ

市
の
平
和
施
策

【
折
り
鶴
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
】

　
市
で
は
毎
年
2
か
ら
3
月
ま
で
に

か
け
て
折
り
鶴
を
作
り
、
千
羽
鶴
に

し
て
広
島
平
和
記
念
公
園
へ
贈
っ
て

い
ま
す
。
昨
年
は
、
皆
さ
ん
が
折
っ

た
折
り
鶴
と
合
わ
せ
て
7
0
、  

9
1

4
羽
を
贈
り
ま
し
た
。

　
今
年
も
折
り
鶴
を
折
っ
た
り
千
羽

鶴
の
糸
を
通
し
た
り
す
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

※
皆
さ
ん
が
折
っ
た
折
り
鶴
は
、
2

月
8
日
㈮
か
ら
市
役
所
・
各
セ
ン
タ

ー
に
設
置
す
る
投と

う
か
ん函

箱
に
入
れ
て
く

だ
さ
い
。

日
時

　
2
月
15
日
㈮
か
ら
3
月
15
日

㈮
ま
で
の
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

　

午
後
1
時
30
分
〜
4
時

場
所

　
市
役
所
1
階
ロ
ビ
ー

申
・
問

　
1
月
28
日
㈪
ま
で
に
電
話

で
企
画
政
策
課
男
女
共
同
参
画
室

　

内
線
3
3
5
5
へ

【
子
ど
も
の
平
和
作
品
展
】

　
市
で
は
子
ど
も
た
ち
が
「
平
和
」

と
は
何
か
を
考
え
、
そ
れ
を
絵
画
な

ど
で
表
現
し
た
作
品
を
展
示
す
る
に

当
た
り
、
作
品
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

展
示
日
時

　
2
月
7
日
㈭
〜
28
日
㈭

展
示
場
所

　
市
役
所
1
階
ロ
ビ
ー

対
象

　
平
成
18
年
4
月
2
日
か
ら
平

成
19
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

子
に
よ
る
作
品

※
作
品
は
A
5
判
（
横
長
）
の
用
紙

に
平
和
を
表
現
し
た
も
の
で
、
ク
レ

ヨ
ン
・
鉛
筆
・
絵
具
な
ど
で
描
い
た

り
折
り
紙
を
張
る
な
ど
、
作
成
方
法

は
自
由
で
す
。

　
作
品
の
表
面
に
は
、
作
成
者
の
氏

名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問

　
1
月
15
日
㈫
ま
で
に
作
品

を
持
参
の
上
、
直
接
企
画
政
策
課
男

女
共
同
参
画
室

　
内
線
3
3
5
5
へ

工
業
統
計
調
査
を
実
施

し
ま
す

　
経
済
産
業
省
で
は
、
工
業
の
活
動

実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
「
工
業
統
計
調
査
」
を
、
製

造
業
を
営
む
事
業
所
を
対
象
と
し
て

実
施
し
ま
す
。

　
調
査
の
内
容
は
12
月
31
日
現
在
で

の
従
業
者
数
、
製
造
品
出
荷
額
、
在

庫
額
、
原
材
料
使
用
額
な
ど
で
す
。

　
調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共
団

体
が
行
う
産
業
振
興
政
策
な
ど
の
各

種
施
策
を
決
め
る
上
で
の
重
要
な
基

礎
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
、
法
律
に

よ
り
統
計
以
外
の
目
的
に
は
使
用
さ

れ
ま
せ
ん
。

　
対
象
と
な
る
事
業
所
に
は
、
12
月

上
旬
か
ら
統
計
調
査
員
が
「
調
査
員

証
」
を
携
行
し
て
訪
問
す
る
の
で
、

回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
政
府
統
計
の
統
一
ロ
ゴ
タ
イ
プ
】

　
総
務
省
で
は
、
国
の
統
計
調
査
の

調
査
票
な
ど
に
「
政
府
統
計
の
統
一

ロ
ゴ
タ
イ
プ
」
を
表
示
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
最
近
の
個
人
情
報
保
護
意

識
の
高
ま
り
な
ど
に
よ
り
、
統
計
調

査
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し
さ
を
増

す
中
で
、
皆
さ
ん
が
統
計
調
査
に
安

心
し
て
回
答
で
き
る
環
境
の
整
備
が

必
要
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
国
の
統

計
調
査
で
あ
る
こ
と
や
秘
密
の
保
護

に
万
全
を
期
し
て
い
る
こ
と
を
証
明

す
る
た
め
に
作
成
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
ロ
ゴ
タ
イ
プ
が
確
認
で
き
る
調

査
に
は
、
安
心
し
て
回
答
し
て
く
だ

さ
い
。

問
　

千
葉
県
統
計
課
☎
0
4
3
（
2

2
3
）
2
2
2
6  

・  

7
、
市
企
画
政

策
課
情
報
管
理
班

　
内
線
3
3
5
8
・

9納
付
を
忘
れ
ず
に

　
25
日
㈫
は
次
の
市
税
な
ど
の
納
期

限
で
す
。

●
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
（
3

期
分
）

●
国
民
健
康
保
険
税
（
6
期
分
）

●
介
護
保
険
料
（
6
期
分
）

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
6
期

分
）

　
市
税
な
ど
は
期
限
内
に
納
付
し
ま

し
ょ
う
（
納
期
限
を
過
ぎ
る
と
延
滞

金
が
掛
か
り
ま
す
）  

。

　
市
税
な
ど
の
納
付
は
、
口
座
振
替

を
利
用
す
る
と
便
利
で
す
。
ま
た
市

税
な
ど
（
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

を
除
く
）
は
、
納
期
限
内
で
あ
れ
ば

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納
付

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
　

収
税
課
収
税
班

　
内
線
3
1
2

1
〜
5

自
分
で
出
来
る
我
家
の

全
体
チ
ェ
ッ
ク

　
市
で
は
、
住
宅
の
耐
震
講
演
会
・

個
別
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
程

　
1
月
19
日
㈯

時
間

　
耐
震
講
演
会

　
午
後
1
時
〜

個
別
相
談
会

　
午
後
2
時
30
分
〜

場
所

　
冨
士
セ
ン
タ
ー

講
師
・
相
談
員

　
千
葉
県
建
築
士
事

務
所
協
会
会
員

参
加
費
・
相
談
料

　
無
料

申
・
問

　
個
別
相
談
会
へ
の
参
加
を

希
望
す
る
人
は
1
月
11
日
㈮
ま
で
に

電
話
か
直
接
建
築
指
導
課

　
内
線
3

2
2
1
〜
3
へ

農
産
物
の
放
射
性
物
質

検
査

　
農
産
物
の
安
全
性
を
確
認
す
る
た

め
、
市
・
県
で
は
10
月
29
日
か
ら
11

月
9
日
ま
で
の
間
に
放
射
性
物
質
検

査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
市
・
県
そ
れ
ぞ
れ
の
検
査
品
目
は

次
の
と
お
り
で
す
。

市
実
施
分

　
エ
ダ
マ
メ
、
サ
ト
イ
モ
、

カ
キ
、
ハ
ク
サ
イ
、
カ
ブ
、
ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
、
ダ
イ
コ
ン
、
ズ
イ
キ
、
ホ

ウ
レ
ン
ソ
ウ
、
キ
ャ
ベ
ツ

県
実
施
分

　
ユ
ズ

　
市
が
実
施
し
た
カ
キ
と
県
が
実
施

し
た
ユ
ズ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
20
ベ
ク
レ

ル
／
㌔
㌘
、
47
ベ
ク
レ
ル
／
㌔
㌘
の

放
射
性
物
質
が
検
出
さ
れ
ま
し
た
が
、

数
値
は
一
般
食
品
の
放
射
性
物
質
の

基
準
値
で
あ
る
1
0
0
ベ
ク
レ
ル
／

㌔
㌘
以
下
で
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
の
品
目
は
全
て
「
検
出

せ
ず
」
で
し
た
。

※
「
検
出
せ
ず
」
と
は
放
射
性
物
質

が
存
在
し
な
い
か
、
検
出
で
き
る
測

定
下
限
値
未
満
で
あ
る
こ
と
を
示
し

ま
す
。
測
定
下
限
値
は
検
出
器
お
よ

び
検
査
容
器
の
容
量
や
密
度
な
ど
の

諸
条
件
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、

市
が
所
有
す
る
検
出
器
で
は
セ
シ
ウ

ム
1
3
4   ・
1
3
7
の
合
計
値
で
23

ベ
ク
レ
ル
／
㌔
㌘
程
度
で
す
。

問
　

農
政
課
農
政
班

　
内
線
3
2
5

1
〜
4

統一ロゴタイプ

昨年の啓発事業の様子

平和への思いを込めて一緒に作りましょう

市内からの119番通報の
受信先が変わります

　現在、市内からの119番通報
は印西地区消防組合消防本部に
つながりますが、12月13日㈭か
らは千葉市消防局内に新設され
る「ちば消防共同指令センター」
につながります。
　ちば消防共同指令センターは
災害対応力の強化と指令システムの高度化を目指して、
印西地区消防組合を含めた千葉県北東部および南部の
20消防本部管内の119番の共同受信と出動指令を行う
ために、千葉市消防局内に設置されます。
【119番通報の方法】
　119番通報の方法はこれまでと変わりませんが、通報
の際には必ず「白井市からの通報」である0ことを伝え、
慌てずに次の内容を伝えてください。
●場所（現場の番地、近くの目標物など）
●救急か火災の別
※救急の場合は病気やけがの状況、性別、年齢、既往症、
通院先などを伝えてください。
　火災の場合は燃えているもの、燃え移る危険・逃げ
遅れ・ケガ人の有無などを伝えてください。
■問　印西地区消防組合消防本部☎0476（46）9981
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舗装修繕工事を行います
　市では、右図の区間で道路の舗装修
繕工事を行います。
　1工区は日中に工事を行いますが、
もう1工区は日中の交通および事業所
への出入りを考慮し、夜間に工事を行
います。
　工事中は交通誘導員を配置した上
で、交通規制（車両片側交互通行）を
行います。
期間　12月上旬～ 1月中旬（工事日数
は10日間程度）
工事区間　昼間工事　■部分　夜
間工事　■部分
■問　道路課管理用地班　内線3213

再
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

　
市
で
は
、
再
就
職
を
考
え
て
い
る

人
向
け
の
支
援
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

ま
す
。

※
セ
ミ
ナ
ー
で
は
就
職
の
あ
っ
せ
ん

な
ど
は
行
い
ま
せ
ん
。

◆
子
育
て
お
母
さ
ん
の
再
就
職
支
援

セ
ミ
ナ
ー

　
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
が
仕
事
を

探
す
前
に
知
っ
て
お
き
た
い
知
識
や

情
報
な
ど
を
説
明
し
ま
す
。

　
保
育
も
受
け
付
け
る
の
で
、
子
育

て
中
の
人
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

日
程
・
内
容

　
下
表
の
と
お
り

時
間

　
セ
ミ
ナ
ー

　
午
前
9
時
30
分

〜
午
前
11
時
30
分

　
交
流
会

　
午
前

11
時
40
分
〜
午
後
0
時
30
分

※
ど
ち
ら
か
1
日
、
ま
た
は
セ
ミ
ナ

ー
の
み
の
参
加
も
可
能
で
す
。

場
所

　
青
少
年
女
性
セ
ン
タ
ー

対
象

　
子
育
て
中
で
再
就
職
を
希
望

す
る
女
性

　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

保
育

　
10
人
（
要
事
前
予
約
）

子育てお母さんの再就職支援セミナー

日時
内容

セミナー 交流会

1月9日㈬
自己理解とキャリアプラン（適性診
断、保育施設の利用、資格と職業訓
練、キャリアプランをつくる）

子育てお母さ
んたちの情報
交換や悩みの
相談1月25日㈮

就職スキル（求人情報の収集、応募
書類の書き方、面接の受け方、ビジ
ネスマナー、コミュニケーション）

申
・
問

　
電
話
で
商
工
振
興
課
商
工

振
興
班

　
内
線
3
2
4
2
へ

◆
役
立
つ
!
中
高
年
齢
者
の
再
就
職

支
援
セ
ミ
ナ
ー

　
仕
事
を
探
す
前
に
知
っ
て
お
き
た

い
知
識
や
情
報
、
履
歴
書
や
職
務
経

歴
書
の
書
き
方
、
面
接
へ
の
対
策
な

ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

日
時

　
1
月
15
日
㈫

　
午
前
10
時
〜

午
後
0
時
30
分
（
受
け
付
け

　
午
前

9
時
30
分
〜
）

場
所

　
文
化
会
館
中
ホ
ー
ル

対
象

　
原
則
40
か
ら
65
歳
ま
で
で
再

就
職
を
考
え
て
い
る
人

　
20
人
（
申

し
込
み
順
）

持
ち
物

　
雇
用
保
険
を
受
給
し
て
い

る
人
は
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

申
・
問

　
電
話
か
直
接
商
工
振
興
課

商
工
振
興
班

　
内
線
3
2
4
2
へ

生
活
就
労
に
関
す
る
出

張
相
談

　
就
職
や
生
活
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る

悩
み
に
つ
い
て
、
相
談
員
が
個
別
に

対
応
し
ま
す
。

日
程

　
1
月
9
日
㈬
・
15
日
㈫
・
25

年末年始のごみ収集
【燃やすごみ・燃やさないごみ・資源物】
　年末年始の収集は、下表のとおり行います。
　ごみはきちんと分別して、午前8時30分までに集積所に出してく
ださい。
※年末年始はごみの量が多いため、収集が遅れる場合があります。

【粗大ごみ】
　収集の申し込みは年末は28日㈮まで、年始は4日㈮から粗大ごみ受
付センターで受け付けます（土・日・祝日を除く）。
　粗大ごみは、粗大ごみ受付センターが指定した排出場所に出して
ください。
【し尿のくみ取り】
　年末は28日㈮まで、年始は4日㈮から白井清掃または大久保清掃
で受け付けます。
【浄化槽汚泥のくみ取り】
　年末は28日㈮まで、年始は4日㈮から白井清掃・大久保清掃・浄化
槽センター・白井環境サービス（年始は7日㈪から）で受け付けます。
【年末年始の印西クリーンセンターへのごみの搬入】
　家庭ごみおよび事業系ごみを直接搬入する場合の、年末の搬入終
了日時および年始の搬入開始日時は、次のとおりです。
年末搬入終了日時　12月28日㈮　午後4時
年始搬入開始日時　1月4日㈮　午前9時
※家庭ごみを直接搬入するには、搬入許可証が必要になります。年
内に直接搬入を希望する人は、事前に市環境課で申し込みをしてく
ださい。
■問 市環境課きれいなまちづくり班　内線3274、粗大ごみ受付セン
ター（☎（491）4753）、白井清掃☎（492）0768、大久保清掃☎（492）
0120、浄化槽センター☎（491）8311・白井環境サービス☎（492）
0769、印西地区環境整備事業組合印西クリーンセンター業務班☎
0476（46）2732

年末年始の燃やすごみなどの収集日
種類 収集曜日 年末最終収集日 年始収集開始日

燃やすごみ 毎週
月・木 27日 7日
火・金 28日 4日

燃やさない
ごみ

毎月第1・3
の各曜日

月 17日 7日
火 18日 15日
水 19日 16日
木 20日 17日
金 21日 18日

資源物 毎週

月 24日 7日
火 25日 8日
水 26日 9日
木 27日 10日
金 28日 4日

日
㈮

　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

※
相
談
時
間
は
1
人
45
分
間
で
す
。

場
所

　
青
少
年
女
性
セ
ン
タ
ー

※
1
月
15
日
㈫
は
市
役
所
で
実
施
し

ま
す
。

対
象

　
求
職
中
の
人

　
各
日
6
人

（
申
し
込
み
順
）

申
・
問

　
電
話
で
商
工
振
興
課
商
工

振
興
班

　
内
線
3
2
4
2
へ

【
柏
・
白
井
・
鎌
ケ
谷

環
境
衛
生
組
合
】

◆
さ
わ
や
か
プ
ラ
ザ
軽
井
沢
は
年
末

年
始
も
営
業
し
ま
す

　
さ
わ
や
か
プ
ラ
ザ
軽
井
沢
は
、
12

月
18
日
㈫
か
ら
1
月
6
日
㈰
ま
で
休

ま
ず
営
業
し
ま
す
。

　
1
月
1
日
㈷
か
ら
3
日
㈭
ま
で
は
、

す
て
き
な
景
品
が
当
た
る
「
新
春
運

試
し
抽
選
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
そ

の
ほ
か
に
も
、
年
末
年
始
に
は
各
種

イ
ベ
ン
ト
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

問
　

さ
わ
や
か
プ
ラ
ザ
軽
井
沢
☎

（
4
4
2
）
6
1
5
0

◆
平
成
25
・
26
年
度
競
争
入
札
参
加

資
格
審
査
申
請
受
け
付
け

　
柏
・
白
井
・
鎌
ケ
谷
環
境
衛
生
組

合
で
は
、
組
合
が
発
注
す
る
建
設
工

事
・
測
量
等
・
物
品
等
の
平
成
25
・

26
年
度
登
録
の
競
争
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
を
、
次
の
と
お
り
受
け
付

け
ま
す
。

　
申
請
す
る
場
合
は
、
柏
・
白
井
・

鎌
ケ
谷
環
境
衛
生
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
要
項
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

有
効
期
間

　
平
成
25
年
4
月
1
日
〜

平
成
27
年
3
月
31
日
（
2
年
間
）

申
・
問

　
申
請
書
（
柏
・
白
井
・
鎌

ケ
谷
環
境
衛
生
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
1
月
15
日
㈫
か
ら
28
日
㈪
ま

で
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）
に
直
接

柏
・
白
井
・
鎌
ケ
谷
環
境
衛
生
組
合

総
務
課
総
務
財
政
係
☎
0
4
7
（
4

4
3
）
7
4
9
7
・

h
ttp://w

w
w
.k
ash

iw
a-sh

iroi-k
am

ag
ay

ak
an

n
k
y
oeiseikum

i
ai

へ

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

河原子

白井第一工業団地

↑ 

名
内
橋

中

印西市 →
白井工業団地

協議会売店

← 金富橋

河
原
子
街
道

工業団地本通り

冬
季
の
節
電
に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

◆
皆
さ
ん
も
で
き
る
節
電
へ
の
取
り

組
み

　
昨
年
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
と
、

そ
れ
に
伴
う
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
の
事
故
の
影
響
で
、
今
年
の
冬
も

全
国
的
に
電
力
供
給
力
が
低
く
な
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
次
の
取
り
組
み
例
を
参

考
に
、
無
理
の
な
い
範
囲
で
引
き
続

き
節
電
に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
重
ね
着
な
ど
を
し
て
、
エ
ア
コ
ン

の
温
度
設
定
に
配
慮
す
る

●
冷
蔵
庫
の
設
定
を
「
弱
」
に
し
、

扉
の
開
閉
時
間
を
減
ら
し
、
食
品
を

詰
め
込
み
過
ぎ
な
い
よ
う
に
す
る

●
照
明
器
具
の
電
球
・
か
さ
を
清
潔

に
保
つ
（
特
に
ダ
イ
ニ
ン
グ
キ
ッ
チ

ン
な
ど
の
汚
れ
や
す
い
場
所
）

問
　

環
境
課
環
境
保
全
班

　
内
線
3

2
7
6
・
7

◆
冬
季
の
節
電
に
対
す
る
市
の
取
り

組
み

　
市
で
は
、
昨
年
の
夏
か
ら
の
全
国

的
な
電
力
不
足
に
対
応
す
る
た
め
に

「
白
井
市
緊
急
節
電
対
策
計
画
」
を

策
定
し
て
公
共
施
設
の
節
電
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
が
、
今
年
の
冬
も
昨

年
に
引
き
続
い
て
「
白
井
市
役
所
冬

季
節
電
行
動
指
針
」
を
策
定
し
、
次

の
と
お
り
取
り
組
み
ま
す
。

取
組
期
間

　
〜
3
月
31
日
㈰

昼の休憩中は事務室の電気を消灯しています

※
期
間
終
了
後
に
お
い
て
も
、
継
続

可
能
な
節
電
行
動
項
目
に
つ
い
て
は

各
施
設
管
理
者
の
判
断
の
下
で
自
主

的
に
取
り
組
み
ま
す
。

節
電
行
動
項
目

　
次
の
と
お
り

●
施
設
内
の
暖
房
の
設
定
温
度
は
19

度
に
し
ま
す

※
乳
幼
児
、
児
童
お
よ
び
高
齢
者
な

ど
が
利
用
す
る
施
設
に
つ
い
て
は
、

施
設
管
理
者
が
利
用
者
の
健
康
面
な

ど
を
考
慮
し
て
設
定
温
度
を
変
更
し

ま
す
。

●
職
員
へ
セ
ー
タ
ー
・
ベ
ス
ト
な
ど

の
着
用
な
ど
の
「
ウ
オ
ー
ム
ビ
ズ
」

を
励
行
し
ま
す

●
複
数
台
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
あ
る

施
設
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
稼
働
台

数
を
制
限
し
ま
す

●
必
要
の
無
い
照
明
は
こ
ま
め
に
消

灯
し
ま
す

●
電
気
ポ
ッ
ト
や
コ
ー
ヒ
ー
メ
ー
カ

ー
な
ど
の
使
用
を
極
力
控
え
ま
す

●
個
人
割
り
当
て
パ
ソ
コ
ン
の
設
定

を
ス
タ
ン
バ
イ
モ
ー
ド
に
し
ま
す

●
毎
週
水
曜
日
の
ノ
ー
残
業
デ
イ
の

実
施
を
徹
底
し
ま
す

●
自
動
販
売
機
の
節
電
を
設
置
者
に

要
請
し
ま
す

問
　

管
財
契
約
課
管
財
契
約
班

　
内

線
3
3
4
1
・
2



2012.12.15

保

健

師

で

す

面
を
含
め
た
社
会
性
の
発
達
や
認

知
機
能
の
発
達
な
ど
に
対
す
る
良

い
影
響
も
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て

い
ま
す
。
こ
こ
で
は
が
ん
ば
る
お

母
さ
ん
た
ち
の
励
み
に
な
れ
ば
と

思
い
、
文
部
科
学
省
の
「
幼
児
期

運
動
指
針
」
に
よ
る
身
体
を
動
か

す
遊
び
の
効
果
を
紹
介
し
ま
す
。

【
体
を
動
か
す
遊
び
の
効
果
】

○
体
力
・
運
動
能
力
の
基
礎
を
培

う○
丈
夫
で
健
康
な
体
に
な
る

○
意
欲
的
に
取
り
組
む
心
が
育
ま

れ
る

○
強
調
性
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
が
育
つ

○
認
知
能
力
の
発
達
に
も
効
果
が

あ
る

※
「
幼
児
期
運
動
指
針
」
の
「
幼

児
期
」
と
は
「
3
か
ら
6
歳
ま
で

の
小
学
校
就
学
前
の
期
間
」
を
指

し
ま
す
。

　
指
針
に
関
し
て
の
詳
細
は
、
文

部
科
学
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（

h
ttp://w

w
w
.m

ex
t.g

o.

jp/a_m
en

u
/sports/u

n
d

ou
sisin

/1319771.h
tm

）

で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
保
健
師

　
矢
野
し
の
ぶ

　
寒
い
日
が
続
き
ま
す
が
、
元
気

に
過
ご
し
て
い
ま
す
か
。
こ
の
季

節
で
も
公
園
な
ど
で
は
子
ど
も
た

ち
が
寒
さ
に
負
け
ず
、
顔
を
赤
く

し
な
が
ら
走
り
回
る
姿
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
前
会
っ
た

幼
稚
園
児
を
持
つ
お
母
さ
ん
は

「
上
の
子
は
幼
稚
園
で
い
っ
ぱ
い

遊
ん
で
き
て
も
遊
び
足
り
な
い
み

た
い
で
、
毎
日
帰
り
に
公
園
に
遊

び
に
行
く
ん
で
す
。
下
の
子
も
い

る
し
、
早
く
帰
っ
て
夕
飯
の
支
度

も
し
た
い
の
に
…
。 

」
と
苦
笑
い

し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
私

は
話
を
伺
い
な
が
ら
「
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
時
間
を
や
り
く
り
す

る
す
て
き
な
お
母
さ
ん
だ
な
」
と

思
い
ま
し
た
。

　
最
近
の
調
査
で
は
、
幼
児
が
毎

日
体
を
動
か
し
て
遊
ぶ
こ
と
は
身

体
的
な
側
面
だ
け
で
な
く
、
精
神

幼
児
期
の
遊
び
が
体
も
心
も
育
て
ま
す

栄養士
の 今月の献立は

おすすめおすすめ
栄養たっぷり

レシピ 梅とレンコンの
野菜炒め

材料（2人分）
豚肩ロース（薄切りのもの）80㌘、
塩小さじ1/8、こしょう少々、レン
コン100㌘、ニンジン50㌘、長ネギ
1/2本、ピーマン1個、シメジ50㌘、
梅干し（大）1個半、酒大さじ1、しょ
うゆ大さじ1/2、サラダ油小さじ1、
塩少々
作り方　①豚肉は一口大に切り、塩・
こしょうをまぶす　②レンコンは皮
をむき、2から3㍉㍍厚の半月切り、ニンジンは薄切り、長ネギは
1㌢㍍幅のぶつ切り、ピーマンは長さを半分にして1㌢㍍幅の細切
り、シメジは小房に分ける　③梅干しは種を除いて果肉をあらみ
じん切りにし、酒・しょうゆを加える　④フライパンでサラダ油
を熱して豚肉、レンコン、ニンジンを炒め、豚肉の色が変わった
らピーマン、長ネギ、シメジを入れる　⑤④に火が通ったら③を
加え、汁気がなくなるまで炒め、塩・こしょうで味を調える

栄養士から一言【心と体においしい食事をしよう】
　この1品で1日に必要な野菜の1/3を摂取することができます。梅
肉で風味をつけた炒め物なので、さっぱりと食べることができま
す。ビタミンCも豊富な旬のレンコンで、食感も楽しんでみましょ
う。よくかんで食べることで満腹感も出るので、食べ過ぎの防止
につながります。
1人当たりの栄養価　190㌔㌍、野菜摂取量120㌘、塩分2.2㌘

梅とレンコンの野菜炒め

白
井
市
次
世
代
育
成
支

援
対
策
地
域
協
議
会
委

員
を
募
集
し
ま
す

　
市
で
は
、
白
井
市
次
世
代
育
成
支

援
地
域
行
動
計
画
（
し
ろ
い
子
ど
も

プ
ラ
ン
）
の
中
で
、
目
指
す
ま
ち
の

姿
を
実
現
す
る
た
め
に
具
体
的
な
施

策
と
し
て
掲
げ
る
1
8
4
項
目
の
事

業
を
評
価
す
る
「
白
井
市
次
世
代
育

成
支
援
対
策
地
域
協
議
会
」
の
委
員

を
募
集
し
ま
す
。

任
期

　
委
嘱
日
か
ら
2
年
間

対
象

　
市
内
在
住
の
満
20
歳
以
上
で

子
育
て
支
援
に
関
心
が
あ
り
、
平
日

の
会
議
に
出
席
で
き
る
人

　
3
人

（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
選
考
基
準

に
よ
り
選
考
）

※
会
議
は
平
成
24
年
度
中
に
1
回
、

平
成
25
年
度
中
に
2
回
程
度
、
平
成

26
年
度
中
に
4
回
程
度
開
催
す
る
予

定
で
す
。

　
選
考
結
果
は
、
後
日
応
募
者
全
員

に
通
知
し
ま
す
。

保
育

　
あ
り

報
償

　
会
議
1
回
5
、
0
0
0
円

申
・
問

　
所
定
の
申
込
書
（
児
童
家

庭
課
、
各
セ
ン
タ
ー
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
25
日
㈫
（
必
着
）
ま
で

に
郵
送
か
直
接
児
童
家
庭
課
児
童
家

庭
班
☎
（
4
9
7
）
3
4
8
7
へ

成
年
後
見
制
度
講
演
会

　
認
知
症
や
知
的
・
精
神
障
害
な
ど

に
よ
っ
て
物
事
を
判
断
す
る
能
力
が

十
分
で
は
な
い
人
に
対
し
て
、
そ
の

人
の
権
利
を
守
る
援
助
者
を
決
定
し
、

財
産
の
管
理
や
生
活
の
見
守
り
な
ど

を
通
し
て
支
援
す
る
制
度
が
「
成
年

後
見
制
度
」
で
す
。

　
市
で
は
、
こ
の
制
度
に
つ
い
て
よ

り
多
く
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
う

た
め
、
行
政
書
士
の
本
多
誠
さ
ん
に

よ
る
「
知
っ
て
安
心
・
使
っ
て
安
心

〜
知
っ
て
お
き
た
い
成
年
後
見
制
度

の
活
用
術
〜
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
程
・
場
所

　
4
日
㈫
・
白
井
駅
前

セ
ン
タ
ー
、
15
日
㈯
・
白
井
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

時
間

　
午
後
2
時
〜
4
時

対
象

　
一
般

申
・
問

　
フ
ァ
ク
ス
か
E
メ
ー
ル
に

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
参
加
を

希
望
す
る
会
場
を
記
入
・
入
力
の
上
、

各
開
催
日
の
前
日
ま
で
に
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
☎
（
4
9
7
）
3
4

7
4
・

（
4
9
8
）
4
8
3
2
・

 ch
iik

i-h
ok

atsu
@
city

.sh
i

roi.ch
iba.jp

へ

※
電
話
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

ラ
ジ
オ
で
「
梨
ト
レ
体

操
」
が
紹
介
さ
れ
ま
す

　
N
H
K
ラ
ジ
オ
第
1
で
放
送
さ
れ

て
い
る
「
世
の
中
面
白
研
究
所
」
の

全
国
の
ご
当
地
体
操
を
紹
介
す
る
コ

ー
ナ
ー
で
、
ご
当
地
体
操
の
「
梨
ト

レ
体
操
」
が
紹
介
さ
れ
ま
す
。

　
市
で
は
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
な

ど
で
「
梨
ト
レ
体
操
」
を
広
め
、
介

護
予
防
や
健
康
づ
く
り
の
切
っ
掛
け

に
し
て
い
ま
す
。
D
V
D
や
C
D
も

無
料
で
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ

れ
を
機
会
に
体
操
を
体
験
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

放
送
日
時

　
12
月
3
日
㈪

　
午
後
8

時
5
分
〜
8
時
55
分

問
　

高
齢
者
福
祉
課
高
齢
者
支
援
班

☎
（
4
9
7
）
3
4
8
4

市
民
公
開
講
座

　「
脳
卒

中
に
な
ら
な
い
た
め
に
」

　
市
民
の
介
護
が
必
要
と
な
る
要
因

の
第
1
位
は
「
脳
血
管
疾
患
（
脳
卒

中
）  

」
で
す
。

　
講
座
で
は
、
脳
卒
中
に
な
ら
な
い

た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を
日
本
医
科
大
学

千
葉
北
総
病
院
脳
神
経
外
科
の
小
林

士
郎
教
授
が
講
演
し
ま
す
。

日
時

　
15
日
㈯

　
午
後
1
時
30
分
〜

3
時
（
開
場

　
午
後
1
時
）

場
所

　
文
化
会
館
中
ホ
ー
ル

対
象

　
2
3
0
人
（
先
着
順
）

問
　

健
康
課
健
康
づ
く
り
推
進
班
☎ 

（
4
9
7
）
3
4
9
4

男
性
料
理
教
室
〜
知
ろ

う
!
作
ろ
う
!
か
ん
た

ん
料
理
〜

　 

「
定
年
を
迎
え
て
自
分
で
料
理
を

作
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
」
「
料
理

の
基
本
を
学
び
た
い
」
と
い
う
男
性

の
た
め
の
料
理
教
室
で
す
。  「
塩
少

々
っ
て
ど
の
ぐ
ら
い
?
」
と
い
っ
た

料
理
に
関
す
る
疑
問
や
計
量
ス
プ
ー

ン
の
使
い
方
な
ど
、
料
理
の
基
本
か

ら
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
料
理
を
通
し
て
毎
日
の
食
生

活
に
関
心
を
持
ち
、
健
康
増
進
に
役

立
て
る
良
い
機
会
に
も
な
り
ま
す
。

　
教
室
で
は
食
生
活
改
善
推
進
員
が

調
理
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
の
で
、
料

理
の
初
心
者
で
も
安
心
し
て
参
加
で

き
ま
す
。

日
程
・
場
所

　
1
月
9
日
㈬
・
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
、
1
月
17
日
㈭
・
西

白
井
複
合
セ
ン
タ
ー

時
間

　
午
前
10
時
〜
午
後
1
時
30
分

（
受
け
付
け

　
午
前
9
時
45
分
〜
）

対
象

　
定
年
退
職
し
た
市
内
在
住
・

在
勤
の
男
性

　
15
人
（
申
し
込
み
順
）

メ
ニ
ュ
ー

　
焼
き
餃
子
、
ほ
う
れ
ん

草
と
ワ
カ
メ
の
お
ひ
た
し
、
ス
ー
プ

な
ど

持
ち
物

　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手

拭
き
用
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具

参
加
費

　
4
0
0
円
（
材
料
費
）

申
・
問

　
参
加
希
望
日
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
電
話
で
健
康
課
健

康
づ
く
り
推
進
班
☎
（
4
9
7
）
3

4
9
4
へ

献
血
の
お
知
ら
せ

　
市
役
所
で
献
血
を
実
施
し
ま
す
の

で
、
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時

　
25
日
㈫

　
午
前
10
時
〜
11
時

45
分
、
午
後
1
時
〜
4
時

場
所

　
市
役
所
1
階
ロ
ビ
ー

問
　

健
康
課
健
康
づ
く
り
推
進
班
☎

（
4
9
7
）
3
4
9
4

健
康
増
進
ル
ー
ム
臨
時

休
館

　
市
で
は
保
健
事
業
を
実
施
す
る
た

め
、
次
の
日
時
に
健
康
増
進
ル
ー
ム

を
臨
時
休
館
し
ま
す
。

臨
時
休
館
日
時

　
4
日
㈫

　
午
前
9

時
〜
午
後
1
時
、
6
日
㈭
・
13
日
㈭
・

20
日
㈭
・
27
日
㈭

　
午
前
9
時
〜
午

後
5
時

問
　

健
康
課
健
康
づ
く
り
推
進
班
☎ 

（
4
9
7
）
3
4
9
4

【
印
旛
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
】

◆
こ
こ
ろ
の
健
康
市
民
講
座
「 

『
女

性
と
ス
ト
レ
ス
』
〜
生
き
生
き
と
!

私
ら
し
く
!
〜
」

日
時

　
19
日
㈬

　
午
後
2
時
〜
4
時

場
所

　
印
旛
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
佐
倉
市
）　

対
象

　
印
旛
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
管

内
在
住
・
在
勤
者

　
1
0
0
人
（
申

し
込
み
順
）

講
師

　
成
田
赤
十
字
病
院
精
神
神
経

科
　

小
池
香
医
師

申
・
問

　
3
日
㈪
か
ら
電
話
で
印
旛

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
福
祉

課
☎
0
4
3
（
4
8
3
）
1
1
3
6

へ

インフルエンザに注意を
　インフルエンザ流行のピークは、おおむね1月と2
月です。冬は気温が低く、乾燥した状態が続くため
にウイルスが長生きできることと、乾燥した冷たい
空気で、のどや鼻の粘膜が弱ることが流行の原因で
す。また年末年始の人の移動で、ウイルスが全国的
に広がることも原因の一つだといわれています。
　日常で可能なポイントを再確認して、インフルエ
ンザを予防しましょう。
【予防のポイント】
●外出後はうがい、手洗いをする
●流行しているときは人混みへの外出を控える
●十分に休養をとり、体力や抵抗力を高め、日頃か
らバランスよく栄養をとる
●加湿器を活用するなど、適度な温度・湿度を保つ
●「咳エチケット」を心掛ける
＜「咳エチケット」とは＞
○咳やくしゃみの出ている人はマスクを着用する
○咳やくしゃみの際はティッシュなどで口と鼻を被
い、他人から口をそむけて、約1㍍以上離れる
○鼻水などを含んだティッシュはすぐにごみ箱に捨
てる
○咳やくしゃみを手で押さえたり、鼻をかんだりし
た後はすぐに手を洗う
■問　健康課保健予防班☎（497）3495

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー



　和紙を使って
振袖を着た女の
子の色紙を作り
ます。
日時　1月9日㈬、
24日㈭（全2回）
午後1時～ 3時
対象　市内在住のおおむね60歳以上
10人（応募者多数の場合は抽選）
持ち物　はさみ
参加費　300円（材料費）
■申　1月4日㈮までに電話か直接福祉セ
ンターへ

イ

ベ

ン

ト

①

◆
白
井
平
和
委
員
会

①
写
真
展
　「
沖
縄
戦
争
と
基
地
」

　
67
年
前
の
太
平
洋
戦
争
で
国
内
唯

一
地
上
戦
と
な
っ
た
沖
縄
の
記
録
写

真
を
展
示
し
ま
す
。

日
程
・
場
所

　
1
日
㈯
〜
9
日
㈰
・

公  

親
子
で
楽
し
く
あ
そ

び
ま
し
ょ
う

　
ク
リ
ス
マ
ス
会
に
今
年
も
「
公
民

サ
ン
タ
」
が
遊
び
に
き
ま
す
。

日
時

　
11
日
㈫

　
午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分

対
象

　
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

　
20

組
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費

　
子
ど
も
1
人
に
付
き
2
0

0
円
（
プ
レ
ゼ
ン
ト
代
）

申
　

8
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直
接
公

民
セ
ン
タ
ー
へ

冨  

親
子
で
楽
し
く
過
ご

そ
う
&
い
ち
ご
ク
ラ
ブ

　
ク
リ
ス
マ
ス
ブ
ー
ツ
を
作
っ
た
後
、

テ
ィ
ー
タ
イ
ム
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時

　
12
日
㈬

　
午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分

対
象

　
市
内
在
住
の
生
後
2
カ
月
か

ら
5
歳
ま
で
の
子
と
そ
の
保
護
者

　

40
組
（
申
し
込
み
順
）

申
　

11
日
㈫
ま
で
に
電
話
か
直
接
冨

士
セ
ン
タ
ー
へ

桜  

赤
ち
ゃ
ん
広
場

　
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
親
子
で
体
を

動
か
し
ま
し
ょ
う
。

日
時

　
12
日
㈬

　
午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分

対
象

　
市
内
在
住
の
平
成
23
年
4
月

2
日
か
ら
平
成
24
年
4
月
1
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
子
と
そ
の
保
護
者

　
15

組
（
申
し
込
み
順
）

講
師

　
日
本
キ
ッ
ド
ビ
ク
ス
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー

　
佐
々
木
優
子
さ
ん

持
ち
物

　
室
内
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル
、

飲
み
物

子

育

て

申
　

9
日
㈰
ま
で
に
電
話
か
直
接
桜

台
セ
ン
タ
ー
へ

桜  

た
ま
・
ぴ
よ
学
級 

〜
マ
マ
と
赤
ち
ゃ
ん
の

た
め
の
救
命
救
急
〜

　
消
防
士
か
ら
も
し
も
の
時
の
対
処

方
法
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
時

　
20
日
㈭

　
午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分

対
象

　
妊
娠
中
の
人

　
5
人
、
平
成

24
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
子

と
そ
の
保
護
者

　
5
組
（
申
し
込
み

順
）

申
　

15
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直
接
桜

台
セ
ン
タ
ー
へ

桜  

お
誕
生
会
〜
12
・
1

月
生
ま
れ
集
ま
れ
!
〜

　
手
形
を
と
っ
て
カ
ー
ド
を
作
り
、

誕
生
日
を
み
ん
な
で
祝
い
ま
し
ょ
う
。

日
時

　
21
日
㈮

　
午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分

対
象

　
市
内
在
住
で
12
・
1
月
に
生

ま
れ
た
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

　

12
組
（
申
し
込
み
順
）

申
　

14
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直
接
桜

台
セ
ン
タ
ー
へ

子

ど

も

公  

こ
ど
も
ク
ッ
キ
ン
グ

　
ロ
ー
ル
キ
ャ
ベ
ツ
と
コ
ー
ル
ス
ロ

ー
サ
ラ
ダ
を
作
ろ
う
。

日
時

　
15
日
㈯

　
午
前
10
時
〜
午
後

1
時

対
象

　
小
学
生
以
上

　
16
人
（
申
し

込
み
順
）

持
ち
物

　
米
1
合
、
マ
ス
ク
、
エ
プ

ロ
ン
、
三
角
巾
、
上
履
き
、
持
ち
帰

り
用
の
入
れ
物
、
水
筒

福   折り紙絵講習
セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー

　

②
D
V
D
「
昭
和
と
戦
争
」
視
聴
&

懇
談
会

　  「
第
3
回
銃
後
の
女
た
ち
」
を
視

聴
し
た
後
、
す
い
と
ん
を
食
べ
な
が

ら
懇
談
し
ま
し
ょ
う
。

日
時

　
9
日
㈰

　
午
後
1
時
30
分
〜
4

時
　
場
所

　
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー

問
　

白
井
平
和
委
員
会

　
池
川
☎

（
4
9
1
）
0
5
0
3

◆
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
「
写
遊
人
」
写
真
展

　「
写
遊
人
」
は
写
真
を
趣
味
と
し
、

写
真
撮
影
を
心
か
ら
楽
し
ん
で
い
る

仲
間
の
グ
ル
ー
プ
で
す
。
展
示
作
品

は
移
り
ゆ
く
季
節
や
暮
ら
し
を
追
い

掛
け
て
撮
っ
た
自
由
テ
ー
マ
の
も
の

で
す
。

日
程
・
場
所

　
6
日
㈭
〜
14
日
㈮
・

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
15
日
㈯
〜
23

日
㈷
・
文
化
セ
ン
タ
ー
3
階
ギ
ャ
ラ

リ
ー

問
　

須
藤
☎
（
4
9
1
）
8
8
1
3

◆
み
る
く

　
親
子
で
遊
ん
だ
後
に
、
ケ
ー
キ
を

食
べ
な
が
ら
語
り
合
う
こ
と
が
で
き

る
地
域
交
流
の
場
で
す
。

日
時

　
7
日
㈮

　
午
前
11
時
〜
午
後

1
時

　
場
所

　
冨
士
セ
ン
タ
ー

　
対

象
　

一
般
（
自
由
参
加
）　  

ケ
ー
キ

代
　

1
0
0
円

問
　

サ
ロ
ン
・
ド
・
ラ
ミ
チ
ェ
☎

（
4
4
6
）
2
6
0
0

◆
白
井
市
郷
土
史
の
会
例
会

　「
古
文
書
修
補
市
民
活
動
に
つ
い

て
」
の
テ
ー
マ
で
開
催
し
ま
す
。

日
時

　
7
日
㈮

　
午
前
9
時
30
分
〜

場
所

　
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー

　
講

師
　

横
山
謙
次
会
員

　
参
加
費
　

2

0
0
円

問
　

伊
藤
☎
（
4
9
7
）
1
8
0
9

◆
シ
ニ
ア
初
級
社
交
ダ
ン
ス
講
習

　
社
交
ダ
ン
ス
が
好
き
で
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
精
神
の
あ
る
60
か
ら
80
代
ま
で

の
元
気
な
高
齢
者
を
募
集
し
ま
す
。

日
時
・
場
所

　【
初
級
】  

7
日
㈮
・

28
日
㈮

　
午
前
11
時
〜
午
後
1
時
・

西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
、
14
日
㈮

　

正
午
〜
2
時
・
白
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

　【
中
・
上
級
】 

7
日
㈮
・

28
日
㈮

　
午
後
1
時
〜
2
時
・
西
白

井
複
合
セ
ン
タ
ー

　
年
会
費

　
3
、

0
0
0
円

　
参
加
費
　

初
級
・
1
回

3
0
0
円
、
中
・
上
級
・
1
回
5
0

0
円
（
施
設
使
用
料
な
ど
）

問
　

N
P
O
法
人
日
本
シ
ニ
ア
ダ
ン

ス
連
盟
千
葉
県
シ
ニ
ア
ダ
ン
ス
育
成

協
会
し
ろ
い
支
部

　
海
老
原
☎
0
9

0
（
3
8
0
1
）
7
3
0
9

◆
消
費
者
講
座

　「
悪
徳
商
法
か
ら
身
を
ま
も
ろ

う
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
会
を
行

い
ま
す
。

日
時

　
8
日
㈯

　
午
後
2
時
〜
4
時

場
所

　
成
田
市
役
所

　
対
象

　
一
般

1
0
0
人
（
先
着
順
）

問
　

県
建
築
士
会
印
旛
支
部

　
渋
谷

☎
（
4
9
2
）
0
5
5
6

◆
企
画
展
「
遺
跡
を
読
む
〜
発
掘
調

査
報
告
書
を
10
倍
楽
し
む
方
法
〜
」

　
専
門
的
で
難
し
い
点
が
多
い
発
掘

調
査
の
報
告
書
を
ど
の
よ
う
に
見
れ

ば
良
い
か
、
出
土
品
を
使
っ
て
わ
か

り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

日
時

　
12
月
8
日
㈯
〜
6
月
28
日
㈮

午
前
9
時
〜
午
後
4
時
30
時

　

※
年
末
年
始
は
休
館
し
ま
す
。

場
所
公
益
財
団
法
人
印
旛
郡
市
文
化

財
セ
ン
タ
ー
（
佐
倉
市
）　
入
館
料

無
料

問
　

公
益
財
団
法
人
印
旛
郡
市
文
化

財
セ
ン
タ
ー
☎
0
4
3
（
4
8
4
）

0
1
2
6

◆
ミ
ニ
交
流
会
〜
環
境
教
育
と
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
講
演
会
〜

　
J
I
C
A
（
国
際
協
力
機
構
）
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
コ
ス
タ
リ
カ

で
環
境
教
育
を
実
践
し
て
い
た
長
野

由
美
子
さ
ん
の
経
験
談
と
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
で
環
境
に
や
さ
し
い
生
活

を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
る
エ
コ
ツ

ー
リ
ズ
ム
の
紹
介
な
ど
を
映
像
を
交

え
て
行
い
ま
す
。

　
講
演
会
終
了
後
は
懇
談
会
を
行
う

予
定
で
す
。

日
時

　
8
日
㈯

　
午
後
2
時
〜
3
時

30
分

　
場
所

　
白
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

　
対
象

　
一
般

　
入
場
料

無
料

問
　

白
井
国
際
交
流
協
会

　
吉
田
☎

（
4
9
1
）
0
7
9
1
へ

参
加
費

　
3
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　

8
日
㈯
ま
で
に
参
加
費
持
参
の

上
、
直
接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

桜  

お
料
理
ラ
ン
ド

　  「
ク
リ
ス
マ
ス
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン

ク
レ
ー
プ
」
を
作
ろ
う
。

日
時

　
15
日
㈯

　
午
後
1
時
30
分
〜

3
時
30
分

対
象

　
小
学
生
以
上

　
12
人
（
申
し

込
み
順
）

持
ち
物

　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
布

巾
、
水
筒
、
上
履
き

参
加
費

　
2
5
0
円
（
材
料
費
）

申
　

8
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直
接
桜

台
セ
ン
タ
ー
へ

複  

キ
ッ
ズ
ク
ッ
キ
ン
グ

　
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
や
か
ぼ
ち
ゃ

の
ス
ー
プ
を
作
ろ
う
。

日
時

　
22
日
㈯

　
午
前
10
時
〜
午
後

1
時

対
象

　
市
内
在
住
の
小
学
生

　
12
人

（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

白
井
運
動
公
園
テ
ニ
ス

イ
ベ
ン
ト
ワ
ン
デ
ー
レ

デ
ィ
ー
ス
マ
ッ
チ

日
時

　
19
日
㈬

　
午
前
9
時
〜
午
後

4
時
（
雨
天
中
止
）

対
象

　
18
歳
以
上
の
女
性
ペ
ア

　
16

組
（
申
し
込
み
順
）

※
申
込
者
が
6
組
に
満
た
な
い
場
合

は
中
止
し
ま
す
。

参
加
費
　

2
、
5
0
0
円
（
保
険
代

な
ど
）

申
・
問

　
18
日
㈫
ま
で
に
電
話
か
参

持
ち
物

　
上
履
き
、
エ
プ
ロ
ン
、
三

角
巾
、
マ
ス
ク
、
布
巾
、
持
ち
帰
り

用
の
入
れ
物

参
加
費

　
3
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　

15
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直
接
西

白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
へ

冨  

ク
リ
ス
マ
ス
会

　
友
達
と
一
緒
に
ゲ
ー
ム
や
プ
レ
ゼ

ン
ト
交
換
を
し
よ
う
。

日
時

　
22
日
㈯

　
午
前
9
時
30
分
〜

正
午

対
象

　
市
内
在
住
の
小
学
生

　
20
人

（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物

　
飲
み
物
、
3
0
0
円
程
度

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
上
履
き

参
加
費

　
2
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　

18
日
㈫
ま
で
に
電
話
か
直
接
冨

士
セ
ン
タ
ー
へ

　市では、市内の小・中学校で勤務する読
書活動推進補助教員を募集します。
募集対象　小学校または中学校の教員免許
取得者　14人
※書類選考・面接により選考します。
勤務時間　月～金曜日（週20 ～ 30時間）
勤務内容　市立図書館との連絡や図書の貸
し出し、図書室の貸し出しや返却、図書の
紹介、図書委員会のサポート、授業の準備
やサポート、学校生活全般における児童生徒の支援など
勤務場所　市内小・中学校
時給　1,210円（別途通勤手当あり）
■申・■問　21日㈮までに、履歴書に必要事項を記入の上、教員免許状の写しを添
えて、郵送（必着）か直接教育センター室　内線3471・2へ

読書活動推進補助教員を募集します

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

加
費
持
参
の
上
、
直
接
白
井
運
動
公

園
☎
（
4
9
7
）
0
2
2
2
へ

白
井
運
動
公
園
ポ
ー
ル

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
講
座

　
専
用
ポ
ー
ル
を
持
っ
て
歩
く
こ
と

で
正
し
い
姿
勢
で
歩
く
こ
と
が
で
き
、

運
動
効
果
も
ア
ッ
プ
す
る
新
し
い
運

動
方
法
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
20
日
㈭

　
午
前
10
時
〜
正
午

（
荒
天
中
止
）

対
象

　
40
歳
以
上

　
30
人

参
加
費

　
1
、  

5
0
0
円
（
テ
キ
ス

ト
代
、
保
険
代
な
ど
）

※
ポ
ー
ル
を
借
り
る
場
合
は
別
途
5

0
0
円
掛
か
り
ま
す
。

※
参
加
費
は
当
日
徴
収
し
ま
す
。

申
・
問

　
14
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
白
井
運
動
公
園
☎
（
4
9
7
）
0

2
2
2
へ

試合の様子

クリスマスブーツ

前回の講座の様子

和紙を使った折り紙絵

読み聞かせの様子
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募
集
・
伝
言
板

◆
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間

　
平
成
18
年
6
月
に
「
拉
致
問
題
そ

の
他
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害

問
題
へ
の
対
処
に
関
す
る
法
律
」
が

施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
毎
年
12

月
10
日
か
ら
16
日
ま
で
が
「
北
朝
鮮

人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
」
と
定
め

ら
れ
ま
し
た
。

　
拉
致
問
題
の
解
決
を
は
じ
め
と
す

る
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問

題
へ
の
対
処
が
国
際
社
会
を
挙
げ
て

取
り
組
む
べ
き
課
題
と
さ
れ
る
中
、

こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
関
心
と
認
識

を
深
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

問
　

法
務
省
人
権
擁
護
局
☎
0
3

（
3
5
8
0
）
4
1
1
1

◆
横
浜
税
関
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
税
関
で
は
、
終
戦
後
に
外
地
か
ら

引
き
揚
げ
て
き
た
人
た
ち
が
、
現
地

の
在
外
公
館
や
上
陸
の
時
に
税
関
な

ど
に
預
け
た
通
貨
・
証
券
な
ど
を
返

還
し
て
い
ま
す
。
預
け
た
本
人
の
ほ

か
、
家
族
で
心
当
た
り
の
あ
る
人
で

も
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
　

横
浜
税
関
業
務
部
税
関
相
談
官

室
☎
0
4
5
（
2
1
2
）
6
0
0
0

◆
N
T
ス
キ
ー
教
室
生
徒
募
集

　
N
T
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
で
は
、
世
界

マ
ス
タ
ー
ズ
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
銅

メ
ダ
リ
ス
ト
の
指
導
で
楽
し
く
ス
キ

ー
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
、
3
泊
4

日
の
ス
キ
ー
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

期
間

　
①
12
月
23
日
㈷
〜
26
日
㈬
、

②
12
月
27
日
㈭
〜
31
日
㈪
、
③
1
月

2
日
㈬
〜
5
日
㈯

　
場
所

　
裏
磐
梯

猫
魔
ス
キ
ー
場
（
福
島
県
）
ほ
か

　

参
加
費

　
4
6
、0
0
0
円
（
リ
フ

ト
券
、
宿
泊
費
な
ど
）

※
ウ
エ
ア
の
レ
ン
タ
ル
を
希
望
す
る

場
合
は
申
し
込
み
時
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。（
レ
ン
タ
ル
料
金
は
無
料
）

申
・
問

　
12
月
10
日
㈪
ま
で
に
電
話

で
N
T
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
代
表

　
奥
崎

☎
（
4
9
1
）
8
5
8
2
へ

　タイトルの上にある複などは次の場所や
申し込み・問い合わせ先を示しています。
複西白井複合センター（月曜日休館）
〒270-1435、清水口1-2-1☎（492）1011
駅白井駅前センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（497）1151
冨冨士センター（月曜日休館）
〒270-1432、冨士239-2☎（446）1911
公公民センター（日曜日休館）
〒270-1406、中98-17☎（492）5266
桜桜台センター（月曜日休館）
〒270-1412、桜台2-14☎（491）7111
福福祉センター・青少年女性センター（日
曜日休館）
〒270-1415、清戸766-1☎（492）2022
シシルバー人材センター（土・日曜日休館）
〒270-1415、清戸765-2☎（498）1717
社社会福祉協議会（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5713
ボボランティアセンター（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5716
市市民活動推進センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（498）0705
コ白井コミュニティセンター（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）1505
白白井児童館（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）0166
※祝日・年末年始はすべて休館（所）です。
　定期的に実施されている児童館事業などは
掲載していないものもありますので、児童館
だより（各センターにあります）や市ホーム
ページで確認してください。

趣
味
・
教
養
・
学
習

公  

作
っ
て
み
よ
う

　
カ
ラ
ー
ワ
イ
ヤ
ー
で
「
ミ
ニ
ツ
リ

ー
と
ト
音
記
号
の
メ
モ
ス
タ
ン
ド
」

を
作
り
ま
す
。

日
時

　
8
日
㈯

　
午
前
10
時
〜
正
午

対
象

　
小
学
生
以
上

　
15
人
（
申
し

込
み
順
）

参
加
費

　
3
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　

6
日
㈭
ま
で
に
電
話
か
直
接
公

民
セ
ン
タ
ー
へ

コ  

み
ん
な
で
楽
し
む
コ

ミ
セ
ン
映
画
鑑
賞
会

　
藤
沢
周
平
原
作
、
中
井
貴
一
主
演

の
時
代
劇
「
風
光
る
剣
〜
八
嶽
党
秘

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

◆
白
井
の
自
然
を
考
え
る
会

①
冬
の
野
鳥
観
察
会

　
冬
の
渡
り
鳥
が
や
っ
て
来
る
清
水

口
調
整
池
付
近
を
観
察
し
ま
す
。

日
時

　
15
日
㈯

　
午
前
9
時
30
分
〜

11
時
30
分
（
雨
天
中
止
）　  

集
合
場

所
　

西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
　
参
加

費
　

1
0
0
円
（
保
険
代
）

②
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

　   「
北
総
の
四
季
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
自
然
環
境
の
作
品
の
ほ
か
、
屋
外

で
撮
影
し
た
行
事
や
子
ど
も
の
活
動

の
様
子
、
動
物
な
ど
の
作
品
も
併
せ

て
募
集
し
ま
す
。

応
募
規
定

　
1
人
2
作
品
ま
で
（
2

L
サ
イ
ズ
、
カ
ラ
ー
・
白
黒
ど
ち
ら

で
も
可
、
プ
リ
ン
ト
し
た
も
の
）

※
審
査
の
概
要
や
展
示
期
間
な
ど
に

つ
い
て
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問

　
②
は
1
月
10
日
㈭
ま
で
に

既
定
の
応
募
用
紙
ま
た
は
タ
イ
ト
ル
、

撮
影
場
所
、
撮
影
者
の
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
記
入
し
た
も
の
（
任
意

様
式
で
可
）
を
応
募
写
真
の
裏
に
貼

り
、
郵
送
（
必
着
）
で
〒
2
7
0
―

1
4
2
4

　
白
井
市
堀
込
1
―
5
―

2
―
1
0
4

　
白
井
の
自
然
を
考
え

る
会

　
山
口
☎
（
4
9
1
）
9
2
9

1
へ

◆
サ
ッ
カ
ー
さ
わ
や
か
広
場

　 

「
少
年
と
老
人
そ
し
て
協
力
選
手

 

（ 

柏
レ
イ
ソ
ル 

）
と
の
交
流
で
サ
ッ

カ
ー
を
楽
し
も
う 

」 

を
テ
ー
マ
に
協

力
選
手
を
交
え
た
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
楽
し
め
る
交
流
会
や
ド
リ
ブ

ル
リ
レ
ー
対
抗
戦
、
サ
ッ
カ
ー
す
ご

ろ
く
、
的
当
て
キ
ッ
ク
合
戦
、
サ
イ

ン
会
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

日
時

　
16
日
㈰

　
午
後
2
時
〜
4
時

場
所

　
特
別
養
護
老
人
施
設
菊
華
園

（
神
々
廻
）

問
　

N
P
O
法
人
北
総
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン

　
岡
田
☎
（
4
9
2
）
2
5

0
0

聞
〜
」
を
鑑
賞
し
ま
し
ょ
う
。

日
時

　
12
日
㈬

　
午
後
2
時
〜
4
時

30
分

対
象

　
市
内
一
般

　
50
人
（
申
し
込

み
順
）

保
育

　
あ
り
（
要
事
前
予
約
）

申
　

本
日
午
前
9
時
か
ら
電
話
、
E

メ
ー
ル
か
直
接
白
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

m
a
il@

s
h
ir
o
i-

com
10.com

へ

駅  

安
心
し
て
話
が
で
き

る
心
の
居
場
所「
ハ
ー
ト
」

　
人
生
に
立
ち
止
ま
っ
た
時
、
一
緒

に
集
ま
り
仲
間
と
話
を
し
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
14
日
㈮

　
午
後
3
時
〜
4
時

30
分

対
象

　
20
〜
30
歳
代
の
人

　ハンドベルやピアノ、独唱、ジャズバンド、
ミニオーケストラ、バイオリン、コーラス
などを聞きながら、すてきな音楽の時間を
過ごしませんか。
　クリスマスミニコンサート限定のランチ
とケーキセットも販売します。
※詳しい内容などについては直接問い合わ
せてください。

クリスマスミニコンサート
日程 時間

10日㈪、11日㈫、14日㈮ 11：00 ～
10日㈪、11日㈫ 14：00 ～
12日㈬、13日㈭ 10：45 ～
13日㈭ 13：20 ～

福  クリスマスミニコンサート

申
　

電
話
か
直
接
白
井
駅
前
セ
ン
タ

ー
へ福  

こ
こ
ろ
のC

a
fe

　
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

悩
ん
で
い
る
自
助
グ
ル
ー
プ
「
パ

ス
テ
ル
」  

と
一
緒
に 

「
こ
こ
ろ
の
回

復
」
を
し
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
15
日
㈯

　
午
後
1
時
30
分
〜

3
時
30
分

対
象

　
15
か
ら
35
歳
ま
で
の
独
身
女

イ

ベ

ン

ト

②

性
で
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

で
悩
ん
で
い
る
人

　
10
人
（
申
し
込

み
順
）

参
加
費

　
1
0
0
円
（
茶
菓
代
）

申
　

電
話
か
直
接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

福  

リ
ラ
ッ
ク
ス
＆
子
ど

も
ク
ッ
キ
ン
グ
講
座

　
働
い
て
い
る
ま
た
は
こ
れ
か
ら
働

き
た
い
と
思
っ
て
い
る
お
母
さ
ん
と

子
ど
も
の
生
活
自
立
応
援
講
座
で
す
。

　
子
ど
も
が
料
理
を
し
て
い
る
間
、

お
母
さ
ん
は
ア
ロ
マ
で
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
、
昼
食
は
子
ど
も
が
作
っ
た
料
理

◆
記
帳
説
明
会

　
成
田
税
務
署
の
職
員
を
講
師
に
招

い
て
、
所
得
税
の
記
帳
義
務
拡
大
に

つ
い
て
の
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

日
時

　
21
日
㈮

　
午
後
1
時
30
分
〜

3
時
30
分
　
場
所

　
冨
士
セ
ン
タ
ー

参
加
費

　
無
料

問
　

㈳
成
田
青
色
申
告
会
☎
0
4
7

6
（
2
2
）
2
2
1
0

◆
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
印
西
白
井
第
1
団

「
冬
を
探
し
に
行
こ
う
」

　
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
を
し
な
が
ら

ハ
イ
キ
ン
グ
を
し
ま
す
。

日
時

　
23
日
㈷

　
午
前
10
時
〜

　
対

象
　

5
歳
以
上
の
子
と
そ
の
保
護
者

場
所

　
県
立
北
総
花
の
丘
公
園
（
印

西
市
）

申
・
問

　
16
日
㈰
ま
で
に
電
話
で
ボ

ー
イ
ス
カ
ウ
ト
印
西
白
井
第
1
団

東
條
☎
（
4
9
1
）
4
3
5
4
へ

◆
高
齢
者
・
障
が
い
者
の
た
め
の
法

律
＆
福
祉
相
談
会
（
成
年
後
見
制
度

個
別
相
談
会
）

　
認
知
証
や
障
が
い
に
よ
る
成
年
後

見
制
度
の
利
用
に
つ
い
て
、
弁
護
士

や
司
法
書
士
、
社
会
福
祉
士
が
ペ
ア

に
な
っ
て
法
律
と
福
祉
の
両
面
か
ら

個
別
に
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
当
日
は
個
人
情
報
保
護
の
た
め
に

個
別
ブ
ー
ス
を
設
置
し
ま
す
。

※
相
談
時
間
は
1
組
45
分
間
で
す
。

日
時

　
2
月
2
日
㈯

　
午
前
10
時
〜

午
後
3
時
15
分

　
場
所

　
県
社
会
福

祉
セ
ン
タ
ー
（
千
葉
市
中
央
区
）　

対
象

　
一
般

　
60
組
（
申
し
込
み
順
）

相
談
料

　
無
料

申
・
問

　
12
月
28
日
㈮
ま
で
に
参
加

申
込
書
（
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
県

後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
郵
送
（
必
着
）
か
フ
ァ
ク
ス

で
〒
2
6
0
―
8
5
0
8

　
千
葉
市

中
央
区
千
葉
港
4
―
3

　
社
会
福

祉
法
人
千
葉
県
社
会
福
祉
協
議
会
☎

0
4
3
（
2
0
4
）
6
0
1
2
・
℻

0
4
3
（
2
0
4
）
6
0
1
3
へ

ボ  保育ボランティア
養成講座

　保育士による実技指導や保育活動
サークルでの実習、幼児救急救命講習
会などを通じて、保育ボランティア活
動者としての知識や技術などを学ぶこ
とができます。
日時　1月17日㈭　午前10時～正午、21
日㈪　午前10時30分～午後2時30分（全
2日間）
場所　保健福祉センター
対象　保育ボランティアに関心がある
人　20人（申し込み順）
申　1月7日㈪までに電話でボランティ
アセンターへ

を
一
緒
に
食
べ
ま
し
ょ
う
。

日
時

　
22
日
㈯

　
午
前
10
時
〜
午
後

1
時

対
象

　
働
い
て
い
る
か
こ
れ
か
ら
働

き
た
い
と
思
っ
て
い
る
母
親
と
そ
の

子
ど
も

　
15
組
（
応
募
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

※
子
ど
も
は
小
学
1
か
ら
6
年
生
ま

で
と
し
、
母
子
家
庭
の
親
子
を
優
先

し
ま
す
。

持
ち
物

　
三
角
巾
、
布
巾
、
エ
プ
ロ

ン
、
子
ど
も
の
み
上
履
き

申
　

14
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直
接
福

祉
セ
ン
タ
ー
へ

公   お正月を迎えるための講座
①おとなの消しゴムはんこ講座
　年賀状などに使えるスタンプを作ります。
日時　12日㈬　午前10時30分～午後0時30分
対象　一般　16人（申し込み順）
持ち物　三角刀（小さいもの）、カッターナイフ
参加費　500円（材料費）
②ステンドグラス体験講座
　ステンドグラスで正月飾りを作ります。
日程　17日㈪
時間　午前9時30分～ 11時、
午前11時～午後0時30分
対象　一般　各回7人（申し込み順）
参加費　2,500円（材料費）
③地元の野菜でおいしい漬け物を作ろう
　白菜やダイコンなどで漬け物を作ります。
塩こうじを使った漬け物も作ります。
日時　19日㈬　午前10時30分～午後0時30分
対象　一般　16人（申し込み順）
持ち物　エプロン、三角巾、マスク、持ち帰り
用の密閉できる袋
参加費　500円（材料費）
■申　①は5日㈬、②は10日㈪、③12日㈬までに
参加費持参の上、直接公民センターへ

2012.12.17
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古紙パルプ配合率70％再生紙を使用

日 月 火 水 木 金 土

1
■朝市（7：00 ～ 7:45
市役所）

2 3 4 5 6 7 8
■朝市（7：00 ～ 7:45
冨士センター）

□消費生活相談
■脳の元気度測定
（10：00 ～ 11：30保健
福祉センター）

□消費生活相談 □消費生活相談
□心配ごと相談

□消費生活相談
□心配ごと相談

■朝市（7：00 ～ 7:45
市役所）

9 10 11 12 13 14 15
■朝市（7：00 ～ 7:45
冨士センター）
■自転車リサイクル
デー（10：00 ～ 12：00
市役所東側駐車場）

□消費生活相談
■年金・労働相談
（10：00 ～ 15：00市役
所）

□消費生活相談
■中小企業経営なん
でも相談（14：00 ～
17：00公民センター）

□消費生活相談
□心配ごと相談
※弁護士来所
□こころの相談（精
神保健福祉士）
■定例教育委員会議
（14：00 ～市役所）

□こころの相談（医師）
□女性生き生き相談
■交通事故相談
（10：00 ～ 14：30市役所）
■人権相談（10：00
～ 15：00市役所）

□消費生活相談
□心配ごと相談

■朝市（7：00 ～ 7:45
市役所）

16 17 18 19 20 21 22
■朝市（7：00 ～ 7:45
冨士センター）

□消費生活相談 □消費生活相談 □消費生活相談
□心配ごと相談
■住宅リフォーム無
料相談（13：00 ～
16：00市役所）

■行政相談（13：00
～ 16：00市役所）

□消費生活相談
□心配ごと相談
※弁護士来所
□木造住宅無料耐震
診断相談（10：00 ～
16：00市役所）

■朝市（7：00 ～ 7:45
市役所）

23 24 25 26 27 28 29
【天皇誕生日】
■朝市（7：00 ～ 7:45
冨士センター）
■休日窓口納付と納
税相談（9：00 ～
12：00市役所）

【振替休日】 □消費生活相談 □消費生活相談
□心配ごと相談
□こころの相談（精
神保健福祉士）

□女性生き生き相談
■夜間窓口納付と納
税相談（17：15 ～
20：30市役所）

□消費生活相談
□心配ごと相談
■官庁仕事納め

■朝市（7：00 ～ 7:45
市役所）

30 31
■朝市（7：00 ～ 7:45
冨士センター）

※詳しくは関連記事（□印の開催時間などは、右欄）をご覧ください。日程は変更になる場合があります。

出張所 日 月 火 水 木 金 土
西白井出張所 ●

休所

● ●

桜台出張所 ● ● ●

白井駅前出張所 ● ● ●

冨士出張所 ● ● ● ● ● ●

公民センター出張所 休所 ● ●

証明書などの発行日　市民課　内線3147

※●印は住民票や印鑑証明などの証明書を発行できる日です。祝日は
発行できません。
　土・日曜日は戸籍謄本･抄本の発行はできません。
　発行時間は午前8時30分から午後5時15分までです。

乳幼児健診
健康課母子保健班☎（497）3495

日 程 時　間 場　　所

 7日㈮

10:00 ～ 11:30

冨士センター

19日㈬ 西白井複合センター

20日㈭ 保健福祉センター

対象　市内在住者　内容　健康に関する相談に保健師、看護師が対
応（血圧測定、体脂肪率測定、腹囲測定が可能）
※電話や健康課窓口での相談も随時受け付けます。20日㈭は食事や
栄養について栄養士に相談したり、子どもの身長や体重を測定する
ことができます。

健康相談
健康課健康づくり推進班☎（497）3494

□消費生活相談　月・火・水・金曜日　
10:00 ～ 16:00　市役所消費生活センター
内線3294　商工振興課　内線3241
□無料職業紹介　月～金曜日
9:00 ～ 17:00（受付9:00 ～ 16:00）市役所
職業紹介所　内線3280
□就学相談　月～金曜日
8:30 ～ 17:00　学校教育課　内線3422
□教育相談
（相談員による相談）　火～金曜日
9:30 ～ 16:30　市役所教育相談室
（指導主事による相談）　月～金曜日
8:30 ～ 17:00　市役所教育相談室
☎（492）2301
□女性生き生き相談　第2・4木曜日
10:00 ～ 16:00　保健福祉センター (要予約）　
企画政策課　内線3354・5
□心配ごと相談　水・金曜日
10:00 ～ 15:00（弁護士来所日は8:30から
窓口で受付順）　保健福祉センター社会福
祉協議会☎（492）5713
□ボランティア相談　月～金曜日
9:00 ～ 17:00　保健福祉センターボラン
ティアセンター☎（492）5716
□家庭児童相談　月～金曜日
9:30 ～ 16:30　保健福祉センター家庭児
童相談室☎（497）3477
□こころの相談
（医師による相談）第2木曜日
10:00 ～ 12:00（前日正午までに要予約）
（精神保健福祉士による相談）第2・4水曜日
10:15 ～ 15:00（予約優先）　保健福祉セ
ンター保健福祉相談室☎（497）3491
□木造住宅無料耐震相談　原則毎月最終金
曜日　10:00 ～ 16:00　市役所相談室　建
築指導課　内線3223（4日前までに要予約）

各　種　相　談

日 程 場所 受付時間 対　　象

4カ月育児相談
11日㈫

○保
9:30 ～ 10：00

24年7月生まれの人には個人通知
21日㈮ 13：15 ～ 13：45

かみかみ教室
13日㈭ ○保 9:45 ～ 10:00 24年2月生まれの人には個人通知

1歳6カ月児健康診査
14日㈮

○保 13:15 ～ 13:45 23年5月生まれの人には個人通知
18日㈫

2歳児歯科健康診査
19日㈬ ○保 13:15 ～ 13:45 22年6月生まれの人には個人通知

3歳児健康診査
 4日㈫

○保 13:15 ～ 13:45 21年6月生まれの人には個人通知
 7日㈮

※場所の○保は総合保健センター（保健福祉センター 2階）です。
　該当すると思われる人で通知のないときは問い合わせてください。

文化会館 ☎(492)1121

項　目 内　　容 日　程 料 金

常設展
「白井のあゆみ」

原始・古代から現代までの
白井を紹介

火～日曜日
9：00 ～ 17：00 無 料

郷土資料館 ☎(492)1124

図書館 ☎(492)1122

開催日 ホール 催し物名 開演 入場料 問い合わせ

 2日㈰ 大
市民文化祭　演劇祭
ドラマ＆エンターテ
インメント

13：00 無 料 文化課
☎（492）1123

 9日㈰ 大
2台のピアノが華麗
に炸裂
「ライル・クライス」

14：00 全席指定4,500円
MIN-ONインフォ
メーションセンター
☎03(3226)9999

15日㈯

大
SINCSクリスマス・
チャリティ・コン
サート2012

14：00 全席自由 999円
SINCS　平田
☎080(4727)8718

中
白井市民公開講座
「脳卒中にならないた
めに」

13：30 無 料 健康課
☎（497）3494

22日㈯ 中 クリスマスコンサー
ト 10：00 無 料 大久保

☎（491）3939

※主催者の都合により中止・延期になる場合があります。

項　目 内　　容 日　時 料 金

子ども向け
投映
ロイ君アワー

子どもクリスマスアワー
2012（45分間）

日曜日　
11：00

市内
大人210円、
子ども100円
市外
大人310円、
子ども150円

サンタがくる「子どもクリ
スマスアワー」
（図書館司書の話もあり）

16日㈰
11：00、13：30

一般向け
投映

宇
そ ら

宙と88の星語り
～おひつじ座の物語～
（45分間）

土・日曜日、
26日㈬～ 28日㈮
13：30　

星座の歴史
～星座はこのようにして生
まれた～（45分間）

～ 2日㈰
土・日曜日
15：00

宇宙・天文カレンダー
2013（45分間）

8日㈯～
土・日曜日、
26日㈬、27日㈭
15：00

星空ライブ
コンサート 
（大人向け）

アコーディオンとギターで
映画音楽や民族音楽を演奏
（星空の話もあり）
演奏者：牧田ゆき

2日㈰
13：30 ～ 14:50

１人700円 
前売り券 
600円

昼間の星を
見る会

太陽表面の観望（天候に
より中止の場合あり）

22日㈯
11：30 ～ 13：30 無　料

12月の星空
散歩と星を
見る会

ドームで星空解説の後、実
際の星空で、月・木星ほか
を観望（天候によりドーム
内解説のみとなります）

22日㈯
17：30 ～ 18：45

大人200円
子ども無料

項　目 日　時 内　容 対　象 場 所

おはなし
かい

5日・12日・19日・
26日（各水曜日）
15：30 ～

絵本の読みき
かせなど

一人でお話を
聞ける子ども

おはなし
のへや

親子おは
なしかい

19日㈬
11：00 ～

わらべうた、
絵本の読みき
かせなど

市内在住の小
学校未就学児
とその保護者

朗読の会
「もえぎ」
による朗
読会

7日㈮
13：30 ～

大人向けの文
学作品の朗読 一般

2階研修
室

クリスマ
スおはな
しかい

16日㈰
11：00、13：30 プラネタリウム観覧料が掛かります

※図書館の開館時間は、火曜日から土曜日は午前9時30分から午後
7時まで、日曜日は午前9時30分から午後5時までです。
　クリスマスおはなしかいは、プラネタリウム館の「子どもクリス
マスアワー」の中で行います。

プラネタリウム館 ☎(492)1125

　　　　文化センターからのお知らせ
　文化センターは23日㈷天皇誕生日を開館し、25日㈫を臨時休館します。
年末年始は図書館・プラネタリウム館は29日㈯から1月4日㈮、文化会館・
郷土資料館は28日㈮から1月4日㈮まで休館します。

南山公園調整池 白井木戸公園今井の桜並木


